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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高輝度放電（ＨＩＤ）ランプを駆動させるのに適した回路であって、この回路が、
　第１端子と第１点との間に接続されている第１キャパシタと、
　前記第１点と第２端子との間に接続されている第２キャパシタと、
　前記第１点と第２点との間に接続されているイグナイタと、
　前記第１端子と前記第２点との間に接続されている第１スイッチと、
　前記第２端子と前記第２点との間に接続されている第２スイッチと、
　前記第１点と前記第２端子との間に接続されている第３スイッチと、
　前記第３スイッチを制御する制御器とを含み、
　前記制御器は、前記ＨＩＤランプのブレークオーバー段階およびテイクオーバー段階中
、前記第３スイッチを閉成すなわち導通させ、前記テイクオーバー段階の終了後、前記第
３スイッチを開放状態に切り換えるものであることを特徴とする回路。
【請求項２】
　請求項１に記載の回路であって、前記制御器は、前記ＨＩＤランプがランアップ動作段
階に入ったら、前記第３スイッチを開放状態に切り換えるものであることを特徴とする回
路。
【請求項３】
　請求項１または２に記載の回路であって、
　前記ＨＩＤランプに与えられた電圧又は電流を監視する手段をさらに含み、
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　前記制御器は、前記電圧又は電流に予め決定された変化が生じたら、前記第３スイッチ
を開放状態に切り換えるものであることを特徴とする回路。
【請求項４】
　請求項１から３いずれか１項に記載の回路であって、前記第３スイッチと直列に接続さ
れた放電抵抗をさらに含むことを特徴とする回路。
【請求項５】
　請求項１から４いずれか１項に記載の回路であって、前記制御器が、安定状態での点灯
中に、前記第１及び第２スイッチをスイッチオン及びオフに交互に切り換えて、ほぼ方形
とした波を入力電圧から発生させるようにもなっていることを特徴とする回路。
【請求項６】
　請求項１から５いずれか１項に記載の回路であって、点灯中前記ＨＩＤランプが消灯し
たか否かを確かめ、消灯した場合に前記第２キャパシタを徐々に放電させるようにする手
段をさらに含むことを特徴とする回路。
【請求項７】
　請求項６に記載の回路であって、
　前記第３スイッチがトランジスタであって、
　前記第３スイッチを流れる電流を所定通りに充分に制限するように当該第３スイッチの
ゲートを駆動させることによって、前記第２キャパシタを徐々に放電させることを特徴と
する回路。
【請求項８】
　請求項１から７いずれか１項に記載の回路を用いて、前記ＨＩＤランプを駆動させる方
法であって、
　前記ＨＩＤランプの前記ブレークオーバー段階および前記テイクオーバー段階中、前記
第３スイッチを閉成すなわち導通させることにより、前記第２キャパシタを回路から切り
離す工程と、
　前記テイクオーバー段階の終了後、前記第３スイッチを開放状態に切り換えることによ
り、前記第２キャパシタを回路中に戻す工程とを含むことを特徴とする方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
　本発明は、高輝度放電（ＨＩＤ）ランプを点弧（イグナイト）させ且つ点灯させる方法
及び回路に関するものである。本発明は、費用が重要な要素となる多量生産の商業用ＨＩ
Ｄ装置に特に適用されるものである。
【０００２】
　ＨＩＤランプは代表的に、容器又は放電管内に封入されたガス及び蒸気の双方又はいず
れか一方を用い、これらは、ランプの安定な点灯中、電気を伝導し、特定の波長の光を放
出させる。この波長は、用いられる蒸気の種類に依存する。ＨＩＤランプは一般に負の電
圧－電流特性を有する。従って、これらランプは、定常の、すなわち安定なランプ点灯中
にランプを流れる電流を安定化させるための安定器回路が必要となる。ＨＩＤランプの点
灯を開始させるために、高い電圧パルスが必要とされ、この電圧パルスは、一般に、イグ
ナイタ又はイグナイタ回路によって発生される。イグナイタは、特に近年の電子安定器回
路においては安定器の一部を形成することができる。代表的に、ＨＩＤランプは２つの電
極を有し、これら電極間で、ランプの点灯中、放電が発生する。
【０００３】
　ＨＩＤランプを始動すなわち点弧させるためには一般に、イグナイタと組み合わせた安
定器によって行う必要のある４つの段階（相）がある。第１段階はブレークオーバー段階
であり、この段階では、比較的高い電圧パルス（例えば３キロボルト）がＨＩＤランプの
２つの電極の間に印加されて、ガス分子及び蒸気分子の双方又はいずれか一方から電子が
解放され、導電工程を始める。代表的に、安定器及びイグナイタは、高い電圧パルスを約
10マイクロ秒間発生させる必要がある。10マイクロ秒にわたり３キロボルトの電圧を発生
させた後、ＨＩＤランプはテイクオーバー状態に入る。ランプ及び安定器の状態に応じて
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、テイクオーバー状態は数百マイクロ秒程度持続させることができ、この間、安定器は約
280～300ボルトの電圧をランプに印加しうるようにする必要がある。これにより、気体及
び蒸気の双方又はいずれか一方を、安定な導電状態にする処理を継続させて放電を安定さ
せる。
【０００４】
　テイクオーバー段階後、ＨＩＤランプはランアップ段階に入る。ランアップ段階の始め
では、ランプ内の温度、内圧及び電圧は比較的低い。ランアップ段階中、電圧を、１分又
はそれ以上の時間をかけて、比較的低い値例えば約20ボルトから、定常のランプ点灯に相
当する値いわゆるランプ電圧例えば約90ボルトまで増大する。その後、ランプは、定常状
態の点灯段階である第４段階すなわち最終段階に入る。定常状態中、ランプは、設計され
た正常な温度及び圧力で光を放出する。
【０００５】
　一般に、ＨＩＤランプは交流（ＡＣ）電圧により安定に点灯させるものであるため、定
常状態中、ランプは振動電流信号に基づいて点灯している。近年の電子安定器では、正の
電流と負の電流との間で振動する低周波方形波信号でＨＩＤランプを点灯させるのが好ま
しい。従って、定常状態では、例えば、100Hzの方形波電流とすることができ、その結果
、ランプ電圧は＋90ボルトと－90ボルトとの間で振動する。
【０００６】
　前述した４つの段階は、ランプを駆動すべき回路すなわち、ランプを点弧及び点灯すべ
き回路が所定の信号を発生することを必要とする。更に詳細には、駆動回路は、約10マイ
クロ秒のブレークオーバー点弧パルスを発生し、その後引き続いて、約280～300ボルトの
テイクオーバー電圧を数百マイクロ秒程度の間発生し、次に、ランアップ電圧と定常状態
電圧とを発生する必要がある。図１は、上述した所定の信号を発生する従来技術の代表的
な回路装置である。代表的に、ＨＩＤランプ用の近年の電子安定器又はスイッチモード電
力制御器には、入力電圧例えば、公共電源からの電圧を、比較的高い例えば400ボルトの
ＤＣ電圧に変換させるプリコンディショナが設けられている。このようにして形成された
比較的高いＤＣ電圧は、安定器回路装置における、ランプを点弧及び点灯させる回路部分
に対する電圧源を形成する。点弧時において、約400ボルトの信号が端子102及び104間に
与えられる。この400ボルトはデバイス130とインダクタ134とを通って伝えられ、約300ボ
ルトの信号をキャパシタ132の両端間に発生させる。
【０００７】
　キャパシタ132により、イグナイタ105は約３キロボルトのパルスを約10マイクロ秒間発
生し、その後、イグナイタ105は実質的に短絡回路として作用する。イグナイタは代表的
にキャパシタ132の両端間の電圧によってトリガされて３キロボルトのパルスを発生する
。初期パルスの発生後、イグナイタが有効な短絡回路として作用すると、キャパシタ132
からの約280～300ボルトの電圧が、キャパシタ132からイグナイタ105を通ってＨＩＤラン
プ108に与えられる。これら280～300ボルトの電圧は、テイクオーバー段階が終了するま
で数百マイクロ秒程度の間維持される。テイクオーバー段階後直ちに、制御器110がラン
アップ及び定常状態処理を開始する。定常状態中、制御器110がスイッチ136～139のゲー
ト電圧を制御して、前述した振動方形波をランプ108に与えるようにする。
【０００８】
　図１の回路に関連する問題は、構成要素の個数が多いことによって費用が比較的高価と
なることにある。より詳細には、極性を周期的に変化させる方形波を発生させる必要があ
るため、４つのスイッチ例えばトランジスタがコミュテータ120中に必要とされるため費
用が比較的高価となる。これら４つのトランジスタは、制御器110によってトランジスタ
のゲートに印加される制御電圧に関連して作用し、必要な方形波を発生させる。
【０００９】
　図２には、所定の４つの段階の信号をＨＩＤランプに与える他の従来技術例を示す。図
２の装置は、分圧器として２つのキャパシタ220及び222を直列に用いている。ＨＩＤラン
プ210はイグナイタ105と点208との間に接続されている。この装置は、定常状態で使用さ
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れる方形波を発生させるために４つの別々のトランジスタを用いる必要がない。その代わ
りに、２つのトランジスタ224及び226だけが必要となる。定常状態中、ランプ210は点208
に接続され、トランジスタ224及び226は高周波で且つ変化する使用時間比で動作すること
ができる。従って、トランジスタ224及び226が交互に適切な持続時間でスイッチオン及び
オフするように制御器218を動作させることによって、必要な定常状態の電流波形及び電
圧波形を発生させることができる。ＨＩＤランプの電極の一方は、キャパシタ220及び222
によって形成されている分圧器の中間に接続されているので、極性が変化する方形波を発
生させるのに２つのトランジスタ224及び226が必要となるにすぎない。
【００１０】
　図２の装置に関連する問題は点弧の際に起こる。より詳細には、テイクオーバー段階中
にランプ210の両端間に与えられる必要がある約280ボルトの電圧を給電するためには、56
0ボルトの電圧を点214と点216との間に印加しなければならない。初期の点弧工程中にだ
け用いられるこの増大された電圧は、比較的高い負荷を回路の構成素子に与える。このこ
とは、故障率を増大させるか、或いは、この装置に負荷に耐えうる高品質の構成素子を用
いた場合、装置の費用が、図１での４つのトランジスタを用いるのと同程度のものとなっ
てしまう。
　上述の観点から、当該技術分野において、少数のスイッチングデバイスを用いれば足り
、且つ図２のような装置に必要とされる比較的高い電圧を用いることなく動作させうるＨ
ＩＤランプ用点弧回路が必要とされている。
【００１１】
　従来技術の上記の問題及びその他の問題は、ＨＩＤランプを点弧及び点灯させる回路に
関する本発明の教示に従って解決される。この回路には、ランプ電圧を生じさせる定常状
態の方形波電圧を発生させるのに充分な２トランジスタの回路を用いる。点弧処理中、分
圧器を形成する２つのキャパシタの一方を点弧回路から切り離すのにスイッチを用いる。
このことによって、全入力電圧を他方のキャパシタに印加させて、点弧に充分な電圧を発
生させる。点弧期間後、一方のキャパシタを回路中へ導入し、これによって、分圧器を形
成し、パルス状の定常状態の電圧がランプに供給されるようにする。
【００１２】
　図１及び図２に示す回路装置については先に述べた。
　図３の装置は、２つのトランジスタ354及び356と、電源キャパシタ350及び352と、キャ
パシタ360と、制御回路310とを具える。従来のように、イグナイタ312はＨＩＤランプ314
に接続されている。
【００１３】
　図面の簡易化のために明示していないが、トランジスタ354及び356のゲートは制御器（
制御回路）310に接続されていて、制御器310は、以下に述べるように適切な時にスイッチ
ングデバイス（トランジスタ）354及び356をスイッチオン及びオフできるようになってい
る。スイッチ320はキャパシタ352の両端間に配置されている。このスイッチは、ＭＯＳＦ
ＥＴのようなソリッドステートデバイスの形態で、又はその他の通常入手しうるいかなる
スイッチの形態でも構成することができる。このスイッチの制御を容易にするため、この
スイッチを制御器310に接続することもできる。キャパシタ350及び352の代表的な値は22
～68マイクロファラドの範囲内にある。
【００１４】
　動作の際には、約400ボルトの初期バス電圧が端子318及び316にまたがって印加され、
スイッチ320は、制御器310によって閉じられた状態になっている。このことによって、点
328が端子316に直結され、400ボルト全部がキャパシタ350の両端間に印加される。トラン
ジスタ354及び356を高周波で且つ適切な使用時間比で動作させることにより、280～300ボ
ルトの電圧がキャパシタ360の両端間に与えられイグナイタ312がトリガされるようにする
。
【００１５】
　ブレークオーバー期間及びテイクオーバー期間後、装置はランアップ段階に入り、ＡＣ
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動作用回路を構成しなければならない。制御器310は、装置の状態を監視し、ランプがラ
ンアップ段階に入った後、スイッチ320を開放状態に切り換える。このことは、例えば、
ＭＯＳＦＥＴ又は同様なデバイスから適切なゲート電圧を取除くことによって達成しうる
。
【００１６】
　このようなスイッチを開放することによって、端子316と端子318との間の400ボルトは
キャパシタ350及び352間で分圧される。従って、この回路は、図２に示すような状態とな
り、ＨＩＤランプ314が安定して点灯するように、定常状態の方形波電流及び電圧がＨＩ
Ｄランプ314に与えられる。このように、２つのキャパシタを直列に用い、ブレークオー
バー期間及びテイクオーバー期間中、これらキャパシタの一方を回路から切り離すことに
よって、端子316と端子318との間の増大された電圧に耐える高負荷素子を用いる必要なく
構成素子の個数を減少させるという利点が得られる。
【００１７】
　点弧段階から定常状態段階への移行は正確に時間調節されなければならない。より詳細
には、ＨＩＤランプを駆動させる信号は、交互の極性とした方形波であるので、定常状態
段階をＡＣ動作段階と称する。重要なのは、制御器がテイクオーバー期間の終了を感知し
、直ちにスイッチ320を開放してキャパシタ352を回路中に戻すことである。このことを達
成しうる幾つかの方法がある。１つは、ＨＩＤランプ314の両端間で測定されたインピー
ダンスを制御器に監視させることである。テイクオーバー期間の終了時にはインピーダン
スの降下が生じる。その理由は、ガスがより導電性になるからである。
　他の技術では、制御器に、ＨＩＤランプに与えられた電流を測定させる。その理由は、
ランプのインピーダンスの低下によるランプに与えられる電流の突然の増大によりテイク
オーバー段階の終了が表わされるためである。
【００１８】
　いかにしてテイクオーバー段階の終了を感知するかにかかわらず、制御器310は、テイ
クオーバー期間の終了を感知したらスイッチ320を開放させ、次に、キャパシタ350が放電
するので当然キャパシタ352が充電し始める。それにもかかわらず、端子318と端子316と
の間の全電圧はほぼ一定に維持される。キャパシタ350及び352の各々の両端間の電圧が約
200ボルトに到達したら、制御器310は、スイッチングトランジスタ354及び356を適切にオ
ン及びオフさせて、ＨＩＤランプを安定に点灯させるのに必要な定常状態のＡＣパルス信
号を発生させる。
【００１９】
　キャパシタ350及び352を約47マイクロファラドの代表的な値に選択することによって、
キャパシタ352を充電させるのにかかる時間を100ミリ秒よりも少なく保つことができる。
この時間調節は重要である。その理由は、充電時間を短く保つことによって、ＨＩＤラン
プ314は長い期間にわたりＤＣモードで点灯されないためであり、そうでなければ、この
ランプに損傷を生じさせるおそれがあるからである。
【００２０】
　ランプが点灯中に消灯し、一方で、電力は依然として与えられている場合、再点弧前に
キャパシタ352を放電させなければならない。制御器310はランプの消灯を感知し、点弧前
に、スイッチ320を介してキャパシタ352を放電させる。大量の電流によりスイッチ320が
破壊されるのを回避するため、この放電は制御器310によって制限する必要がある。
【００２１】
　このような放電は、図３に抵抗321によって暫定的に示してあるように、追加の抵抗を
キャパシタ352と接地点との間の経路中にスイッチングにより導入し、電流放電経路を制
限するようにする制御器310によって達成することができる。このような放電抵抗（321）
はスイッチ320の分岐内に配置するのが好ましい。その理由は、安定なランプ点灯中、こ
の放電抵抗がスイッチ320によって回路から切り離される為である。或いは又、制御器に
よりスイッチ320を適正に駆動し、ゲート電圧を通常のように調節して、このスイッチを
流れる電流を制限し、そのデバイス特性に応じて正確な電流が生じるようにすることがで
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きる。キャパシタ352が一旦放電されると、制御器310は、スイッチ320を閉じることによ
って、従って、キャパシタ350の両端間に適切な電圧を印加することによって再び点弧手
順を始めることができる。
【００２２】
　本発明の好適な実施例を上述したが、様々な変更及び変形を利用できるということは当
業者によって理解される。例えば、点弧段階中と、その後の定常状態段階中とに別々の電
源を用いることができる。種々のスイッチングデバイスを用いてスイッチ320を構成する
ことができる。このような変更は、前述した請求の範囲内に含まれるものとする。
【図面の簡単な説明】
【図１】　ＨＩＤ装置を点弧させるのに用いられる代表的な従来技術の装置である。
【図２】　ＨＩＤ装置を点弧させるのに用いられる他の従来技術の装置である。
【図３】　ＨＩＤ装置を点弧されるのに用いられる本発明の代表的な一実施例である。

【図１】

【図２】

【図３】



(7) JP 4063667 B2 2008.3.19

10

フロントページの続き

(56)参考文献  特開２００２－０１５８８９（ＪＰ，Ａ）
              特表平１１－５０９９６３（ＪＰ，Ａ）
              特開２０００－１２３９８９（ＪＰ，Ａ）
              特開平０７－３０２６８９（ＪＰ，Ａ）
              特開昭４９－１０６１５６（ＪＰ，Ａ）

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              H05B  41/24


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

